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熊本県立大学 図書館 

 

※サービスの利用は、本学の教職員・学生に限られます。 

 

① 電子ブックとは？                                                 ……p.2 

 

② 本学で利用できる電子ブックの種類                                                              ……p.2 

KinoDen / Maruzen eBook Library / Ebook Central 

③ 電子ブックの閲覧方法(学内からのアクセス)                                               ……p.3 

1.）「OPAC」(オーパック/蔵書の検索システム)から検索して閲覧する              ……p.4 

1-1.) 検索エンジン 

1-2.) カテゴリ検索 

1-3.) 詳細検索 

2.）「電子ジャーナル・電子ブック」のページから閲覧する                                             ……p.7 

2-1.) KinoDen 

2-2.) Maruzen eBook Library 

         にゃんポイント 「Maruzen eBook Library」の機能について 

2-3.) Ebook Central 

④ 学外からのアクセス                                                                                      ……p.18 

1-1.) KinoDen 

         にゃんポイント 「bREADER Cloud」アプリについて 

1-2.) Maruzen eBook Library 

1-3.) Ebook Central 

にゃんポイント 電子ブックを印刷・ダウンロードするには… 

 図書館 HP 

  目 次 



2 

① 電子ブックとは？ 

電子ブックとは、PC やスマートフォンなど電子端末を利用して読むことができる資料のことです。 

大学図書館では、学術書を中心とした電子ブックが利用でき、学習サポートの一つとなっています。 

直接図書館に来館しなくても利用でき、また、音声資料や映像資料など、デジタルならではの資料を

気軽に視聴できるというメリットがあります。 
 

本学で利用できる電子ブックは、同時アクセス数で管理されています。 

一度に閲覧できる人数に制限がある一方、購入本は 1 日に何冊でも閲覧可能となっています。 

(閲覧中に 15分以上動作がない場合、自動的に閲覧終了となりますのでご注意ください。) 

 

 

②本学で利用できる電子ブックの種類 
 

 

 

 

KinoDen(キノデン)は、紀伊國屋書店の電子書籍提供サービスです。 

試し読みサービス(一部対象外あり)や、連携アプリ(ｂREADERCloud)の利用など、便利な機能が

あります。(参照 p.20) 

また、学外からのアクセスも可能です。(参照 p.18～) 

 

 

 

  

Maruzen eBook Library(MeL/メル)は、丸善雄松堂が提供する電子書籍提供サービスです。 

映像資料や音声資料が充実しており、学外からのアクセスも可能です。(参照 p.20～) 
 

 

 

  

 

Ebook Central(イーブックセントラル)は、欧米の出版社の洋書を中心とした電子書籍提供サービ

スです。試し読みサービスがあり、学外からのアクセスも可能です。(参照 p.22～) 

 

 

https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/NewArraivalDetail?10
https://ebookcentral.proquest.com/lib/pu-kumamoto/home.action
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/pu-kumamoto/
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③ 電子ブックの閲覧方法(学内からのアクセス) 

・電子ブックは、図書館の HP から閲覧できます。(学内にある PC で、学内ネットワークにログインしてい

ることが前提となります) 

・HP のトップ画面の、「OPAC」(オーパック/蔵書の検索システム)から検索して閲覧する方法と、「電子

ジャーナル・電子ブック」のページから閲覧する方法の 2パターンがあります。 

 

いずれのパターンも、まず大学の HP を表示し、 「図書館・センター」→「図書館」 の順にクリックします。 

(※Google などの検索エンジンで「熊本県立大学図書館」と入れて検索すると、図書館の HP がヒットします。) 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書館の HP にアクセスできたら、ここから電子ブックの閲覧に進みます！ 

https://www.pu-kumamoto.ac.jp/
https://wwwlib.pu-kumamoto.ac.jp/drupal/


4 

1.）「OPAC」(オーパック/蔵書の検索システム)から検索して閲覧する 

「OPAC」とは、本学で所蔵している資料を検索できるデータベースのことです。 

図書館 HP トップ画面の「検索エンジン」、「カテゴリ検索」、「詳細検索」をそれぞれ説明します。 

 

 

 

1-1.）検索エンジン 

調べたい本のタイトルやキーワード、著者などが分かっている場合に利用します。 

今回は「TOEIC」と検索エンジンに入れてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子ブックは「電子資料あり」の表示があります。見たい資料をクリックし、「電子資料を表示」から本の閲覧

ができます。また、上記の「絞り込み」より、「件名・キーワード」の「電子ブック版」で絞り込むと、『「TOEIC」

のキーワードに含む電子ブック』のみの検索ができます。 

 

 

 

 

 

 

調べたいワードを入れて「検索」 

検索結果「全〇〇件」と、 

検索された本が表示されます。 

電子ブックは「その他」に「電子資

料あり」と表示されます。 

ここをクリックすると各電子ブックサイト

へ移動します。詳しい閲覧の仕方は

「2.)「電子ジャーナル・電子ブック」の

ページから閲覧する」を参照(p.7～) 
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1-2.）カテゴリ検索 

本学にある全ての電子ブックを調べたい場合、「カテゴリ検索」がおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい資料をクリックし、「電子資料を表示」から本の閲覧ができます。 

(すべて電子ブックですが、ジャンル・分野ごとには分かれていません。) 

検索結果「全〇〇件」と、 

検索された本が表示されます。 

「カテゴリ検索」より、「電子ブック」

をクリックします。 
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1-3.）詳細検索 

はじめからどんな本が見たいか決まっていて、かつ「電子ブック」のみの検索をしたい場合、「詳細検索」 

がおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい資料をクリックし、「電子資料を表示」から本の閲覧ができます。 

「資料種別」で「電子ブック」のみをチ

ェック(青くなっているとチェック状態で

す)、調べたいワードを打ち込んで

「検索」します。(例：「TOEIC」) 

検索結果「全〇〇件」と、 

検索された本が表示されます。 
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2.）「電子ジャーナル・電子ブック」のページから閲覧する 

図書館 HP トップ画面より、「電子ジャーナル・電子ブック」をクリックします。 

 

 

 
 

「電子ブック」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KinoDen」 「Maruzen 

eBook Library」 「Ebook 

Central」の紹介ページより、

見たい電子ブックをクリック！ 
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2-1.）KinoDen  

・本学が「KinoDen」で購入している本をすべて検索する場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面で、検索エンジンを空欄のまま「検索」をクリックします。 

 

 

 
 

「未所蔵を含める」のチェックを外して検索すると、「KinoDen」で購入している本をすべて検索できます。 

「見たい本は決まっていないけど、電子ブックでどんな本があるのか知りたい!」という場合におすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい資料をクリックして、「閲覧開始」より、閲覧をスタートします。 

空欄のまま「検索」 

「未所蔵を含める」のチェックを外す 

検索結果「合計〇〇冊」となり、本学で閲

覧できる本の冊数や情報がわかります。 

「閲覧開始」をクリックすると、本文

の閲覧ができます。 

同時に利用できる人数です。この例では

同時アクセス可能が 1 人なので、自分

以外の人がこの本を読んでいるときは閲

覧不可となります。時間をあけて、再度

アクセスしてみてください。 

https://kinoden.kinokuniya.co.jp/pu-kumamoto/


9 

・「簡易検索」「詳細検索」を用いる場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面は「簡易検索」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓「詳細検索」画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルなど、あらかじめ調べる

本が明確な場合、ここに入力 

(簡易検索) 

著者や出版社、ISBN などで

調べたい場合はここをクリック 

(詳細検索) 

タイトルや著者、ISBN など、検索項目

が分かれているので、必要な情報を 

入力し、「検索」をクリック。 

例:タイトルに「TOEIC」と入力します。 

TOEIC 
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「TOEIC」で検索すると、「合計〇〇冊」と表示されます。1 冊ずつ気になる本をクリックしてみましょう。 

本学で購入していない本でも「試し読み」もできます。また、「未所蔵を含める」のチェックを外すと、購入した

本のみを見ることができるので、全文閲覧可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓「未所蔵を含める」のチェックを外し、本学が購入している本をクリックしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、詳しくは「KinoDen」トップページ右上の「ヘルプ」をご覧ください。 

「未所蔵を含める」のチェックを外すと、

購入している本のみの検索ができます。 

  検索結果「合計〇〇冊」と、     

検索された本が下に記載されます。 

  未所蔵の本ですが、「試し読み」が

できる場合もあります。 

「閲覧開始」をクリックすると、     

本文の閲覧ができます。 

同時に利用できる人数です。この例では

同時アクセス可能が 1 人なので、自分

以外の人がこの本を読んでいるときは閲

覧不可となります。時間をあけて、再度

アクセスしてみてください。 
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2-2.）Maruzen eBook Library   

・本学が「Maruzen eBook Library」で購入している本をすべて検索する場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面で、検索エンジンを空欄のまま「購読契約しているタイトルから検索」に 

チェックを入れ、「検索」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索すると、「Maruzen eBook Library」で購入している本をすべて検索できます。 

「見たい本は決まっていないけど、電子ブックでどんな本があるのか知りたい!」という場合におすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい資料をクリックして、「閲覧」よりスタートします。 

チェックを入れます。 

空欄のまま「検索」 

検索結果「〇〇件」となり、本学で閲覧

できる本の冊数や情報がわかります。 

「閲覧」をクリックすると、

本文の閲覧ができます。 

同時に利用できる人数です。この例

では同時接続数が 1 人なので、自分

以外の人がこの本を読んでいるとき

は、閲覧不可となります。時間をあけ

て再度アクセスしてみてください。 

https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/NewArraivalDetail?10
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・「簡易検索」「詳細検索」を用いる場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面は「簡易検索」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓「詳細検索」画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルなど、あらかじめ調べる

本が明確な場合、ここに入力 

（簡易検索） 

著者や出版社、ISBN などで

調べたい場合はここをクリック 

(詳細検索) 

タイトルや著者、ISBN など、検索項

目が分かれているので、必要な情報を

入力し、「検索」をクリック。 

例:タイトルに「TOEIC」と入力します。 

TOEIC 
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「TOEIC」で検索すると、「〇〇件」と表示されます。1 冊ずつ気になる本をクリックしてみましょう。 

また、「購入済」をチェックして再検索すると、購入した本のみを見ることができるので、全文閲覧可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「購入済」にチェックを入れて再検索する

と、購入した本のみ表示されます。 

検索結果「〇〇件」と、検索 

された本が下に記載されます。 
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↓「購入済」をチェックし、本学が購入している本をクリックしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、詳しくは「Maruzen eBook Library」トップページの「ご利用マニュアル」をご覧ください。 

同時に利用できる人数です。この例

では同時接続数が 1 人なので、自分

以外の人がこの本を読んでいるとき

は、閲覧不可となります。時間をあけ

て再度アクセスしてみてください。 

「閲覧」をクリックすると、

本文の閲覧ができます。 

「Maruzen eBook Library」の機能について 

「Maruzen eBook Library」を利用する際に、電子ブックに特有の表示がある場合があります。 

その時は閲覧以外の機能が付与しているので、チェックしてみると便利です。 

→電子ブックに[音声付]の表示と「視聴」アイコンがあり

ます。この本は語学資料で、内容を音声でも確認する

ことができます。ネイティブの発音などを確認したい場合

は「視聴」アイコンをクリックしてください。 

→電子ブックに[スマホ・読上]の表示と「読上」アイコンが

あります。この本は内容を自動音声で読み上げてくれ

る、ユニバーサルデザインに特化したサービスです。 

利用時は「読上」アイコンをクリックしてください。 

→電子ブックに[動画]の表示と「視聴」アイコンがありま

す。この本は動画機能が付いており、電子書籍ならでは

の機能です。 

利用時は「視聴」アイコンをクリックしてください。 

にゃんポイント 



15 

2-3.）Ebook Central   

・本学が「Ebook Central」で購入している本をすべて検索する場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面で、検索エンジンを空欄のまま「検索」します。 

 

 

 

 

画面左側の「検索の絞り込み」で、「図書館で所蔵または購読中」をチェックすると、「Ebook Central」で

購入している本をすべて検索できます。「見たい本は決まっていないけど、電子ブックでどんな本があるのか

知りたい!」という場合におすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい資料をクリックして、「オンラインで読む」より、閲覧をスタートします。 

空欄のまま「検索」 

検索結果「〇〇ブック」となり、

本学で閲覧できる本の冊数や

情報がわかります。 

チェックして再度「検索」 

同時に利用できる人数です。この例で

は同時アクセス可能が 1 人なので、

自分以外の人がこの本を読んでいると

きは、閲覧不可となります。時間をあ

けて再度アクセスしてみてください。 
「オンラインで読む」をクリックする

と、本文の閲覧ができます。 

(試読の場合でもここをクリック) 

https://ebookcentral.proquest.com/lib/pu-kumamoto/home.action
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・「簡易検索」「詳細検索」を用いる場合・・・ 

開いてすぐのデフォルト画面は「簡易検索」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓「高度な検索」画面(詳細検索) 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べたいもののタイトルや著者、キーワードなどを左側の検索項目より選び、右側の検索エンジンに調べたい

文言を記入します。 

 

 

 

 

 

 

タイトルなど、あらかじめ調べる

本が明確な場合、ここに入力 

著者や出版社、ISBN などで

調べたい場合はここをクリック 

(高度な検索) 

education 

 

タイトルや著者、ISBN など、検索項目が分かれている

ので、必要な情報を入力し、「検索」をクリック。 

今回は検索項目を「タイトル」に、キーワードを

「education」と入力します。(タイトルに

「education」が含まれている本が検索されます) 
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「education」で検索すると、「〇〇ブック」と表示されます(ブック＝冊数)。1 冊ずつ気になる本をクリック 

してみましょう。本学で購入していない本でも「オンラインで読む」をクリックすると、「試し読み」ができる場合

があります。また、「図書館で所蔵または購読中」をチェックすると、購入した本のみを見ることができるので、

全文閲覧可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓「図書館で所蔵または購読中」をチェックし、本学が購入している本をクリックしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、詳しくは「Ebook Central」トップページ右上の   マークの「ヘルプ」をご覧ください。 

「オンラインで読む」をクリックする

と、本文の閲覧ができます。 

(試読の場合でもここをクリック) 

同時に利用できる人数です。この例

では同時アクセス可能が 1 人なので、

自分以外の人がこの本を読んでいると

きは、閲覧不可となります。時間をあ

けて再度アクセスしてみてください。 

 

「図書館で所蔵または購読中」に 

チェックすると、購入した本のみ 

表示されます。 

  検索結果「〇〇ブック」と、     

検索された本が下に記載されます。 

未所蔵の本ですが、クリックして「オンライン

で読む」で試し読みができます。 



18 

④ 学外からのアクセス  

自宅の PC や、スマートフォンなど、学内ネットワークに繋がっていない端末から電子ブックを閲覧する 

場合、各電子ブックサイトにサインインする必要があります。場所を選ばず、どこでも本を閲覧できる便利な 

機能です。各電子ブックごとに説明します。 
 

1-1.）KinoDen 

学外から「KinoDen」の電子ブックを利用するためには、事前に学内ネットワークでの設定をする場合と、

「学認」でサインインする場合の 2パターンがあります。 

 

※事前に学内ネットワークでの設定をする場合・・・ 

① 学内ネットワークに接続し、「KinoDen」にアクセス、画面右上の「サインイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ご希望のログイン方法でサインインします。 

 (登録したアドレスや ID はご自身で管理してください) 

 

 

 

 

 
 

③ ②で登録したアカウントで、学外からサインインすることでアクセスできます。ご自身の PC やスマートフォ

ンから図書館 HP を検索し、ご利用ください。 

  ※ログインの有効期限は最大 90日間です。期限を過ぎたら、再度①の学内からアクセスし、サインイ

ンを行ってください。有効期限内であれば、学内ネットワークでのサインインの必要はありません。 

※学内ネットワークから利用する場合は、サインインを行わなくても資料の閲覧はできますが、トップ画面上部から 

「サインイン」を行うと「My 本棚」への登録ができるようになります。 

「My 本棚」(見たい資料の保存)の利用や、 

「bREADER Cloud」アプリとの連携ができます。 

https://kinoden.kinokuniya.co.jp/pu-kumamoto/
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※「学認」でサインインする場合・・・ 

・前頁②でサインインをする代わりに「学認でサインイン」をする場合、①の学内ネットワークから接続の必要 

はありません。 

・学外の PC やスマートフォンより、「KinoDen」へアクセスしてください。(図書館 HP よりアクセスできます。) 

→サインイン画面に移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・「ユーザーID」と「パスワード」を入力して「ログイン」をクリックします。(ユーザーID とパスワードは、学内ネッ

トワークに接続するときと同じものです。) 

 

          

                                      

 

                                      

                                     

 

 

 

 

 
 

・「二段階認証」の画面に移動するので事前に登録していたイメージを選択して「ログイン」をクリックします。 

・ログイン後、右図の「同意方法の選択」より、適切なものにチェックを入れて、「同意」をクリックします。 

その後、アクセスした電子ブックへ移行し、閲覧可能となります。  

※「同意方法の選択」の３つの中から下の２つ(※①)を選ぶと、次回以降の同じサービスに対するログインでは、 

このページは表示されなくなります。 

 

 

「学認でサインイン」した場合、「My 本棚」 

(見たい資料の保存)の利用や、「bREADER Cloud」

アプリとの連携はできませんので注意が必要です。 

「すきな動物を決まった順番で 3 つ選ぶ」

設定になっています。 

※① 

※「二段階認証」がよく分からない場合等は、 

「デジタルイノベーション推進センター」の「IT サポート窓口」へお問い合わせください。 

https://kinoden.kinokuniya.co.jp/pu-kumamoto/
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1-2.）Maruzen eBook Library 

学外から「Maruzen eBook Library」の電子ブックを利用するためには、事前に学内ネットワークでの設

定をする場合と、「学認」でサインインする場合の 2パターンがあります。 
 

※事前に学内ネットワークでの設定をする場合・・・ 

① 学内ネットワークに接続し、「Maruzen eBook Library」にアクセス、画面上部の「アカウント」を 

クリックします。 

 

 
 

② 「認証 ID」と「お名前」を入力し、利用規約をよく読み、「利用規約に同意して次へ」をクリックします。 

   認証 ID は、本学のメールアドレス(〇〇〇〇@pu-kumamoto.ac.jp)を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

bREADER Cloudアプリについて (KinoDen専用のアプリです) 
 

「KinoDen」には、電子ブックをスマートフォンやタブレットでより便利に利用できる「閲覧用アプリ」と連携 

することができます。「bREADER Cloud」を通すことによって、自分の読みたい本を保存できる「本棚機 

能」や、しおりやマーカー機能で読書がもっと快適になります。 

※「bREADER Cloud」は、各個人のスマホやタブレットにインストールする必要があります。 

※「KinoDen」へのサインインを「学認」より行うと、「bREADER Cloud」と連携することができません。 

ご利用の際は、「学認」以外のアカウントでサインインをしてください。(参照 p.18～) 

※詳しい使い方は以下のマニュアルを参照してください。 

「KinoDenアプリ・スタートガイド」(図書館 HP の「電子ジャーナル・電子ブック」のページにあります。) 

にゃんポイント 

https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/NewArraivalDetail?4
https://wwwlib.pu-kumamoto.ac.jp/drupal/sites/default/files/KinoDen%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89_20200720.pdf
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③ 認証 ID と名前が正しいことを確認して、「登録」をクリックします。 

④ ③で登録した認証 ID(メールアドレス)あてに、確認メールが届くので、確認メールに記載された URL      

に 20分以内にアクセスしてください。 

⑤ 「認証パスワード」(半角英数字 8 桁以上 12 桁以内)を入力し、「登録」をクリックします。認証パスワー

ドの登録後に、完了画面が出るので「OK」をクリックします。(認証パスワードはご自身で管理してください。) 

⑥ 学外から「Maruzen eBook Library」にアクセスすると(図書館の HP からアクセスできます)、「機関

認証」画面になります。登録した「認証 ID」と「認証パスワード」を入力し、「認証する」をクリックすると、

学外からの閲覧等が可能となります。 

※アカウントの有効期限は 90日間です。延長手続きができるので、必要な場合は行ってください。 

  学外からのアクセス、延長手続き等の詳しい方法は以下のマニュアルを参照してください。 

→学外からの Maruzen eBook Library へのアクセス方法 

(図書館 HP の「電子ジャーナル・電子ブック」のページにあります) 

 

※「学認」でサインインする場合・・・ 

・「学認でサインイン」を選択する場合、前頁(①～⑥)の学内ネットワークからアカウントを登録する必要は 

ありません。 

・学外の PC やスマートフォンより、「Maruzen eBook Library」へアクセスしてください。(図書館 HP より

アクセスできます。) →「機関認証」画面に移行します。 

 

 

 

 

 

 
 

・左図の「学認アカウントをお持ちの方はこちら」をクリックします。 

・右図の「所属機関の選択」で、「熊本県立大学」を選び(矢印でスクロール)、「選択」をクリックします。 

                                      

                                      

 

 

「ユーザーID」と「パスワード」のログイン画面に

移行するので、あとは「KinoDen」と同じ流れ

でログインします。(p.19～参照) 

https://wwwlib.pu-kumamoto.ac.jp/drupal/ja/node/70
https://elib.maruzen.co.jp/elib/html/NewArraivalDetail?6
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1-3.）Ebook Central 

・学外の端末から、「Ebook Central」にアクセスすると、ログイン画面に移行します。 

 

 

 

 

 

 
 

※「Ebook Central」においては、学内外問わず、サインイン方法は「学認からサインイン」のみです。 

学内ネットワークから利用する場合は、サインインを行わなくても資料の閲覧はできますが、トップ画面上部から 

「サインイン」を行うと「ブックシェルフ」(本棚機能)や、マーカー、しおり機能などの便利なサービスを利用できます。 

 

 

 

「ユーザーID」と「パスワード」のログイン画面

に移行するので、あとは「KinoDen」と同じ

流れでログインします。(p.19～参照) 

電子ブックを印刷・ダウンロードするには… 
 

各電子ブックには、印刷・DLが可能な資料もあります。それぞれにルールがあるので、注意してご利用 

ください。また、詳しくは各電子ブックトップページの「ヘルプ」をご覧ください。 
 

KinoDen…読みたい本を選択すると、画面右側に「印刷/ダウンロード」可否が表示されます。「可」の場合は、 

「閲覧開始」より資料を開き、印刷したいページを右上の    (メニューボタン)より、「印刷・PDF 出力」を選択し、

印刷することができます。(サインインの必要はありません) 

Maruzen eBook Library…読みたい本を選択すると、資料の詳細の下方に「ダウンロード:可/否」の

表示があります。「可」の場合は、「閲覧」より資料を開き、印刷したいページを右上の            より選択

し、詳細内容をよく読み、「実行」をクリックします。メールアドレスを入力し、「送信」をクリックすると印刷ができます。 

Ebook Central…読みたい本を選択すると、「利用可能状況」(p.15 参照)に、各資料の印刷、ダウンロー

ド情報が記載されています。印刷したい場合は、「オンラインで読む」より資料を開き、   (PDF に出力ボタン)よ

り、ページの範囲を設定し「続行」をクリックし、PDF を開きます。印刷または保存してください。(サインインの必要は

ありません) 

また、資料を全文ダウンロードする場合は、「オンラインで読む」の下にある「全文ダウンロード」をクリックします。全文ダ

ウンロードには「サインイン」が必要となります(手順は p.19 等を参照)。全文ダウンロードを行うと、一定の期間

(「利用可能状況」に記載)貸出状態となり、その期間はダウンロード先での閲覧が可能となります。(※全文ダウンロ

ードをする場合には、「Adobe Digital Editions」というソフトウェアが必要です。情報処理実習室や図書館に

配備されている PC にこのソフトウェアをダウンロードした場合、シャットダウンするごとにリセットされてしまうため、ご自身

の PC やスマートフォンでのご利用をお勧めします。) 

にゃんポイント 

https://ebookcentral.proquest.com/lib/pu-kumamoto/home.action

